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資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
画
像
資
料
を
例
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
澤
達
三
弓冨
臣
咀
富
書
曽
ざ
田
亀
出
一
゜
・
8
ユ
6
巴
＞
6
匡
ユ
己
6
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力
はじ
め
に
0
画
像
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
②イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
近
世
村
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
お
わり
に
［論
文
要
旨
］
　近
年
、
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
人
文
系
の
研
究
者
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
　
　
　
な
く
、
描
線
を
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
す
る
方
法
を
紹
介
す
る
。
そ
の
実
例
と
し
て
、
ア
ド
ビ
社
の
ド
タ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
）
の
活
用
が
必
須
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
が
、
論
文
の
執
筆
を
　
　
　
　
ロ
ー
ソ
フ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
、
近
世
村
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
作
業
の
概
略
を
紹
介
パ
ソ
コ
ン
上
で
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
執
筆
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
　
　
　
す
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
個
人
研
究
の
み
な
ら
ず
、
博
物
館
展
示
・
資
料
整
理
へ
の
活
用
が
期
待
さ
利
用
が
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
文
化
系
研
究
者
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
以
外
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
　
　
　
れ
る
。
実
例
と
し
て
、
簡
易
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
、
近
世
絵
画
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
事
例
を
紹
介
する
。
　簡
易
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
例
と
し
て
、
カ
ー
ド
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
用
ソ
フ
ト
・
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
を
使
っ
た
、
錦
絵
の
情
報
整
理
方
法
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
写
真
・
絵
図
な
ど
を
、
フ
ォ
ト
C
D
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
カ
ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
方
法
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
　近
世
絵
図
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
単
に
写
真
画
像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
の
で
は
4
1
2
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は
じ
め
に
　
急
速
な
「
I
T
社
会
」
の
実
現
に
よ
っ
て
、
人
文
系
研
究
者
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
以
下
、
パ
ソ
コ
ン
と
略
す
）
を
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
。
主
な
利
用
法
と
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
論
文
作
成
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
交
換
、
W
e
b
上
で
の
情
報
検
索
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
人
文
系
理
科
系
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
大
学
・
大
学
院
で
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
の
提
出
が
一
般
的
と
な
り
、
若
手
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
各
種
の
文
章
作
成
に
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
し
て
い
る
。
数
年
前
ま
で
主
力
だ
っ
た
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
は
、
近
年
生
産
の
打
ち
切
り
が
発
表
さ
れ
、
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
は
遠
か
ら
ず
姿
を
消
す
。
今
後
は
パ
ソ
コ
ン
上
で
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ワ
ー
ド
や
、
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
社
の
一
太
郎
な
ど
）
・
表
計
算
ソ
フ
ト
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
を
使
い
、
文
章
作
成
・
表
作
成
が
行
わ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
従
来
は
京
大
式
力
ー
ド
な
ど
で
作
成
さ
れ
て
い
た
文
献
目
録
や
史
料
調
査
力
ー
ド
も
、
近
年
は
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
（
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
社
の
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
）
を
使
用
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
る
に
、
今
後
も
歴
史
研
究
・
民
俗
学
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
博
物
館
展
示
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
機
会
は
著
し
く
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
稿
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
簡
単
な
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
、
近
世
の
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
作
業
に
つ
い
て
述
べ
る
。
研
究
現
場
で
の
活
用
法
の
公
開
は
、
知
識
の
共
有
に
寄
与
し
、
研
究
の
進
展
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
0
画
像
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
人
文
系
研
究
者
に
と
っ
て
、
一
次
資
料
の
情
報
を
い
か
に
整
理
し
引
用
可
能
と
す
る
か
は
、
長
年
の
課
題
で
あ
る
。
カ
ー
ド
を
使
っ
た
整
理
方
法
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
年
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
容
易
に
カ
ー
ド
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
市
販
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
と
し
て
、
「
ア
ク
セ
ス
」
「
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
」
な
ど
が
あ
る
が
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
と
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
間
で
フ
ァ
イ
ル
交
換
が
容
易
な
、
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
数
年
前
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
「
桐
」
は
近
年
使
わ
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。　
本
論
考
で
は
、
カ
ー
ド
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
例
と
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
を
使
用
し
た
、
画
像
資
料
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
　
例
）
「
は
し
か
絵
」
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
　
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
夏
、
江
戸
で
麻
疹
が
大
流
行
し
、
こ
れ
を
題
材
と
す
る
錦
絵
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
を
現
在
「
は
し
か
絵
」
と
呼
ぶ
。
は
し
か
絵
は
一
〇
〇
種
類
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
図
録
・
書
籍
な
ど
で
見
る
以
外
に
、
所
蔵
機
関
で
現
物
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
り
、
撮
影
さ
れ
た
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
利
用
も
で
き
る
。
は
し
か
絵
に
限
ら
ず
、
絵
画
史
料
を
論
文
作
成
な
ど
で
使
用
す
る
場
合
、
従
来
は
フ
イ
ル
ム
か
ら
手
札
サ
イ
ズ
～
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
程
度
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、
図
版
に
利
用
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
は
、
論
文
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
資
料
の
管
理
も
パ
ソ
コ
ン
内
で
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
紙
焼
き
を
ア
ル
バ
ム
な
ど
に
保
存
す
る
以
外
に
も
、
画
像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
整
理
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。
画
像
史
料
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
際
は
、
以
下
の
方
法
が
あ
る
。
　
ω
　
フ
オ
ト
C
D
化
　
撮
影
し
た
ポ
ジ
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
フ
ォ
ト
C
D
化
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
方
法
で
あ
る
。
大
型
の
カ
メ
ラ
店
な
ど
で
作
製
を
依
頼
で
き
る
。
三
五
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
、
一
枚
の
C
D
－
R
O
M
（
容
量
約
六
五
〇
メ
ガ
バ
イ
ト
）
に
一
〇
〇
コ
242
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マ
焼
く
こ
と
が
で
き
る
。
作
成
に
は
一
週
間
程
か
か
り
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
と
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
で
若
干
の
差
は
あ
る
が
、
諸
経
費
を
含
め
一
コ
マ
あ
た
り
一
〇
〇
円
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
一
三
〇
円
程
度
の
コ
ス
ト
と
な
る
。
解
像
度
（
画
像
の
大
き
さ
）
は
四
段
階
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー
二
ー
版
や
四
×
五
版
の
ネ
ガ
・
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
フ
ォ
ト
C
D
化
も
可
能
で
あ
る
が
、
値
段
が
高
く
な
り
、
見
る
際
に
は
処
理
速
度
の
高
い
パ
ソ
コ
ン
も
必
要
と
な
る
。
　
②
　
紙
焼
き
・
書
籍
よ
り
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
取
り
込
み
　
近
年
、
A
4
サ
イ
ズ
の
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
低
価
格
化
・
高
性
能
化
が
著
し
く
進
み
、
紙
焼
き
写
真
や
書
籍
か
ら
直
接
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
画
像
を
取
り
込
ん
で
も
、
そ
れ
な
り
の
精
度
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
取
り
込
み
時
の
解
像
度
は
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
上
で
見
る
際
は
品
△
甘
程
度
で
良
い
が
、
印
刷
時
に
は
、
そ
れ
以
上
の
解
像
度
が
必
要
で
あ
る
。
　
③
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
直
接
撮
影
　
史
料
を
直
接
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
せ
て
く
れ
る
機
関
・
個
人
所
蔵
者
も
増
え
て
き
た
が
、
撮
影
の
際
に
歪
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
撮
影
し
た
画
像
の
で
き
を
そ
の
場
で
確
認
で
き
る
た
め
、
「
メ
モ
」
程
度
の
画
像
記
録
を
と
る
こ
と
に
は
大
変
重
宝
し
て
き
た
。
近
年
は
ス
キ
ャ
ナ
ー
以
上
に
低
価
格
化
と
高
性
能
化
が
進
み
、
U
S
B
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
へ
の
画
像
取
り
込
み
も
容
易
に
な
っ
た
。
取
り
込
ん
だ
画
像
を
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
画
像
加
工
ソ
フ
ト
で
加
工
す
る
こ
と
で
、
応
用
範
囲
は
拡
大
し
て
い
る
。
個
人
的
な
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
充
分
で
あ
り
、
近
年
の
高
画
質
化
に
よ
っ
て
、
論
文
用
の
図
版
に
も
転
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
さ
て
ω
～
③
い
ず
れ
の
方
法
を
と
る
に
せ
よ
、
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
画
像
は
、
ア
ド
ビ
社
の
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
ソ
フ
ト
で
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
。
画
像
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぐ
ニ
式
は
一
般
的
な
J
P
E
G
方
式
で
良
い
だ
ろ
う
。
作
成
し
た
画
像
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
に
添
付
し
、
整
理
す
る
。
以
下
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
間
で
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
容
易
な
、
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
を
使
用
し
た
画
像
整
理
の
一
例
を
示
す
。
　
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
添
付
す
る
画
像
は
、
画
面
上
の
情
報
が
あ
る
程
度
確
認
で
き
つ
つ
、
ソ
フ
ト
の
動
き
が
重
く
（
遅
く
）
な
ら
な
い
程
度
の
大
き
さ
が
よ
い
。
カ
ラ
ー
の
J
P
E
G
画
像
の
場
合
、
モ
ニ
タ
ー
の
解
像
度
に
も
よ
る
が
、
長
辺
の
長
さ
は
ω
O
O
～
⑳
O
O
里
×
①
一
（
解
像
度
品
江
o
ロ
需
ユ
白
合
1
1
謁
工
旦
程
度
が
操
作
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
今
回
事
例
と
し
て
挙
げ
る
は
し
か
絵
の
画
像
は
、
カ
ラ
ー
図
録
の
も
の
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取
り
込
み
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
一
枚
の
は
し
か
絵
か
ら
は
、
図
1
の
よ
う
な
①
～
⑪
ま
で
の
情
報
を
読
み
と
り
、
整
理
し
た
。
以
下
で
簡
単
に
説
明
す
る
。
　
①
番
号
　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
基
礎
と
し
て
、
資
料
に
は
固
有
の
番
号
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
1
番
か
ら
順
に
振
っ
て
い
け
ば
良
い
。
た
だ
し
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
0
0
0
1
～
9
9
9
9
と
い
う
よ
う
に
、
数
字
の
「
桁
数
」
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
る
。
今
回
の
は
し
か
絵
は
一
〇
〇
点
未
満
な
の
で
、
二
桁
に
な
っ
て
い
る
。
　
②
題
名
　
は
し
か
絵
か
ら
「
題
名
」
を
読
み
と
り
、
記
入
し
て
い
る
。
は
し
か
絵
に
限
ら
ず
、
錦
絵
・
か
わ
ら
版
な
ど
の
摺
物
は
、
右
上
部
分
に
題
名
が
入
る
こ
と
が
多
い
。
無
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
際
は
内
容
を
簡
潔
に
要
約
し
た
仮
題
名
を
入
れ
、
末
尾
に
（仮
）
と
入
れ
た
。
　
③
画
像
　
前
述
の
よ
う
に
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
加
工
作
成
し
た
J
P
E
G
画
像
を
添
付
し
た
。
　
④
大
き
さ
　
た
て
・
よ
こ
の
長
さ
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
記
入
し
た
。
　
⑤
絵
師
・
⑥
版
元
　
絵
を
描
い
た
絵
師
・
版
元
の
情
報
を
読
み
と
り
、
記
入
す
る
。
は
し
か
絵
は
複
数
243
国立歴史民俗博物館研究報告
　　第117集2004年2月
r輌o．ヨ6
①
③
題名　麻疹養生之伝
大き1ぎ　355x2田
絵自市　歌∫r｜ヨ§虎
②
版元佐野屋富五郎
報情元版
い
憲
痴
c
凛
．
鰐
瞭
み
㍉
念
、
弦
い
わぶ
－
〉
、
広
滋
歳
・
毒
ぷ
昧
《
蒙
轡
欝
鐘
罐
涜
犠
ぽ
㍉
弦
x
O
ξ
膓
顔
≧
瀞
＞
s
・
三
唱
児
s
已
薄
ゾ
ゴ
き
聾
れ
♪
《
撒
、
フ
さ
ぐ
柘
義
ル
・
燈
．
鍬
三
、
叉
≒
、
［薩
鷲
欝
懸
ぶ
．
ぼ
…
籍
誌
鍵
鞍
載
欝
懸
畿
鍵
培
ミ竺無＿＿
備　考済融　江戸博92200240
発行年戌四
④
⑤
⑥
⑦
言呂6，甚左衛閂町弥熾
f居且
　　　国江戸博
　　　口歴博
　　　口くす州専
　　　口都立中央
⑩
⑧
口日文研
口是の他．．．
解読文医日〔いホいはく］当年［とうねん〕席疹流行［はしかりうかう〕する事広±〔こうた
　　　　い〕ホしτ人間〔ホr油］ん〕一世仰ゾ大厄〔たいなん）なり先〔まづ）初〔しよ）日より
　　　　気分［きぶん）轟しく相1磁〔轟いなLJ）的んどかわき／水（みつ）を的ミたがり候＃一切
　　　　無用（むよう〕三日目位ホて発（はです）す五六日ノ目力rハ絶食（せつしよく〕白〔相扇
　　　　〔あいなり〕ぱ‡t山〔かなら〕ず・し配（しんばい）無土十日より十二日迄ノホしτ圭快
　　　　（せんく†〕い）す也尤も当年之節互気［なつき〕，ノゆ占熱（ねコ）強〔でよ〕く腹（は
　　　　ら）下り候‡tかま社不申候全快（せんかい〕／的演（のち：）養生〔ようせう）専一二風ホ
　　　　吠オ1胡構（やう）士事致ノ候得ば一代無病〔むぴよう）二て長命〔てう胡い）なる古：し
禁樽〔莇しきも仰）ゴー　房事七十五日O入遵七十五日已i灸冶七十五日口酒七十五日ノー
　モぱ七十五日O挺月代五十日ノO川魚O梅干O牛芽／O唐なす〆一　茄子瓜Oモら豆芦
OさといもO晶かミモロがらき掬子Oしし㍉茸O干巾り／一　ほう†」ん草／O祖吉Oも王きこ
L°油こき樽一切゜こ鋼く ⑪
よき：良〔しょく）／一　‡｜］んびよう1：：〕1：んL：ん〔⊃とうかO±こんピー　きL：川ヨilゴ／（⊃どせ
うOさでまいもO永い亡，／一　ゆりoみモゴけOしら玉O干うんどんゴー　圭O轟づき／
OさとうOかたくりOびわ〔］なし／一　いんげんOやきふOゆば1コ古たく莇ん〔⊃轟ら坊O
こぶゾー　ひじきノO相成κくはやきしほしτ白かゆを用ゆWし
図1　画像データベースの作例（ファイルメーカーPr・VeL　5．5を使∫ID
244
富澤達三［歴史資料のデジタル化］
の
絵
師
が
描
い
て
い
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
絵
師
名
を
あ
ら
か
じ
め
入
力
し
て
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
リ
ス
ト
書
式
と
な
っ
て
い
る
。
　
⑦
改
印
　
錦
絵
に
は
、
当
時
の
検
閲
印
で
あ
る
「
改
印
」
が
彫
刻
し
て
あ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
読
み
と
る
こ
と
で
お
お
よ
そ
の
出
版
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
⑧
版
一
兀
情
報
　
⑥
の
版
元
印
か
ら
、
本
屋
を
特
定
し
、
詳
細
な
情
報
を
調
査
し
記
入
す
る
。
江
戸
の
錦
絵
の
元
版
（
地
本
問
屋
）
に
つ
い
て
は
、
『
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
三
巻
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
二
年
）
が
詳
し
い
。
　
⑨
所
蔵
機
関
　
資
料
を
所
蔵
す
る
機
関
の
情
報
で
あ
る
。
複
数
の
機
関
に
わ
た
る
た
め
、
複
数
の
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
書
式
と
し
て
い
る
。
　
⑩
備
考
　
そ
の
他
、
留
意
す
べ
き
情
報
を
書
き
入
れ
る
た
め
の
欄
。
　
⑪
読
み
下
し
文
　
は
し
か
絵
に
は
、
麻
疹
治
療
の
た
め
の
文
字
情
報
が
書
か
れ
、
そ
れ
を
解
読
し
た
文
章
が
入
っ
て
い
る
。
文
字
と
絵
画
の
情
報
と
を
、
カ
ー
ド
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
、
一
括
管
理
で
き
る
の
が
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
の
強
み
で
あ
る
。
錦
絵
上
に
書
か
れ
た
文
書
は
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
体
で
あ
り
、
漢
字
に
「
ふ
り
が
な
」
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
、
ワ
ー
ド
な
ど
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
は
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ふ
り
が
な
付
き
文
章
を
、
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
や
他
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
も
開
く
こ
と
が
で
き
る
「
テ
キ
ス
ト
形
式
」
の
文
章
に
変
換
し
た
場
合
、
ふ
り
が
な
を
振
っ
た
部
分
の
書
式
は
無
効
と
な
り
、
元
の
文
章
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
完
全
に
崩
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
ふ
り
が
な
は
漢
字
の
す
ぐ
後
ろ
に
（
）
で
入
れ
て
処
理
し
て
い
る
［
例
、
錦
絵
（
に
し
き
え
）
］
。
ま
た
、
改
行
部
分
に
は
、
／
の
記
号
を
入
れ
た
。
②
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
近
世
村
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
　
中
世
・
近
世
の
村
絵
図
は
従
来
、
製
図
ペ
ン
（
ロ
ッ
ト
リ
ン
グ
な
ど
）
を
使
用
し
て
ト
レ
ー
ス
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ン
を
張
り
込
む
こ
と
で
作
製
さ
れ
て
き
た
。
ト
レ
ー
ス
作
業
で
は
、
様
々
な
太
さ
の
製
図
ペ
ン
が
必
要
で
、
や
り
直
し
の
で
き
な
い
作
業
は
、
か
な
り
の
集
中
力
を
要
し
た
。
近
年
、
商
業
広
告
な
ど
の
分
野
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
上
に
画
像
を
取
り
込
み
ト
レ
ー
ス
ソ
フ
ト
（
ア
ド
ビ
社
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
）
を
使
用
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
絵
画
の
製
作
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
を
中
心
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
定
番
ソ
フ
ト
で
あ
り
、
決
し
て
初
心
者
向
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
利
用
価
値
は
高
い
。
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
曲
線
は
、
拡
大
縮
小
し
て
も
線
が
荒
れ
な
い
。
一
度
絵
図
を
ト
レ
ー
ス
し
て
し
ま
え
ば
、
利
用
し
や
す
い
大
き
さ
に
自
由
に
拡
大
縮
小
し
て
、
プ
リ
ン
タ
ー
で
な
め
ら
か
で
美
し
い
線
図
を
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
は
プ
リ
ン
タ
ー
の
性
能
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
リ
ン
タ
ー
で
も
、
充
分
に
納
得
の
い
く
精
度
の
画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
印
刷
原
稿
な
ど
へ
の
二
次
的
利
用
も
容
易
で
あ
り
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
直
接
印
刷
所
に
渡
し
、
論
文
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
情
報
の
取
捨
選
択
や
追
加
も
容
易
で
あ
り
、
「
村
名
」
「
川
」
「
用
水
」
「
道
」
な
ど
の
各
デ
ー
タ
ご
と
に
ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
は
近
世
の
村
絵
図
を
使
っ
た
実
例
を
紹
介
す
る
。
　
図
2
の
『
小
合
溜
井
絵
図
』
（
天
保
七
年
〈
一
八
三
六
〉
、
田
中
雅
文
氏
蔵
）
は
墨
描
き
の
用
水
絵
図
で
あ
る
。
従
来
こ
の
よ
う
な
絵
図
は
、
ト
レ
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
て
製
図
ペ
ン
で
ト
レ
ー
ス
し
、
表
現
し
て
い
た
。
し
か
し
、
撮
影
し
た
画
像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
、
前
述
の
ソ
フ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ス
で
、
画
像
の
劣
化
が
な
く
縮
小
拡
大
が
自
由
に
行
え
、
印
刷
原
稿
へ
の
転
用
も
容
易
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ア
繋
艦
硬
　
　
　
　
　窯
・
藩
嘗
犠
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
｛
ぺ
織
輸
懸
　麺魏　　ψ
あ
｛
l
l鋸
懲
右
者
古
利
根
川
堤
通
戸
ヶ
崎
村
寄
巻
村
弐
ヶ
村
地
内
掘
割
切
所
麓
絵
図
書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
以
上
天
明
七
未
年
七
月
　
　
伊
奈
摂
津
守
様
御
内
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
増
右
衛
門
殿
弐
郷
半
領
戸
ヶ
崎
村
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
　
　
年
寄
同
領
寄
巻
村
　
　
　
　
　
名
主
伊
兵
衛
文
右
衛
門
　　図2　『小合溜井絵図』（天保7｛1：〈1836＞，lll中雅文氏蔵）
Lが写真画像，ドがトレース図　剥落・欠損部分の再現も“∫能である、．
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三縫富［歴史資料のデジタル化］
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
作
成
で
き
る
。
す
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
作
成
上
の
要
点
を
説
明
　
①
下
図
の
取
り
込
み
。
ト
レ
ー
ス
し
た
い
部
分
の
写
真
画
像
を
用
意
し
、
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ド
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
カ
ラ
ー
画
像
と
し
て
読
み
込
む
。
取
り
込
む
際
の
解
像
度
は
、
読
み
込
む
画
面
の
大
き
さ
に
も
よ
る
が
、
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
」
ぱ
号
［
）
程
度
で
良
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
取
り
込
む
画
像
の
大
き
さ
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
の
カ
ラ
ー
写
真
が
望
ま
し
い
。
印
刷
物
で
も
良
い
が
、
カ
ラ
ー
印
刷
特
有
の
網
点
は
き
れ
い
に
取
り
込
め
ず
、
ト
レ
ー
ス
用
の
下
図
に
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
。
フ
ィ
ル
ム
か
ら
画
像
を
取
り
込
む
際
は
、
ブ
ロ
ー
ニ
サ
イ
ズ
以
上
の
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
と
良
い
が
、
取
り
込
み
に
は
透
過
原
稿
ユ
ニ
ッ
ト
が
必
要
と
な
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
　
さ
て
、
取
り
込
ん
だ
画
像
は
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
画
像
加
工
ソ
フ
ト
で
ト
レ
ー
ス
に
適
し
た
も
の
に
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
度
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
調
整
す
る
。
加
工
後
の
画
像
は
、
一
般
的
な
画
像
フ
ァ
イ
ル
形
式
の
「
T
I
F
F
」
や
「
J
P
E
G
」
で
保
存
し
て
も
よ
い
が
、
「
P
h
o
t
o
s
h
o
p
形
式
（
P
S
D
）
」
で
保
存
し
て
お
く
と
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
取
り
込
む
際
に
速
い
。
こ
う
し
て
作
製
し
た
原
図
取
り
込
み
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
、
作
成
し
た
画
像
を
「
開
く
」
こ
と
で
行
う
。
　
②
取
り
込
ん
だ
下
図
を
「
拡
大
・
縮
小
」
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
ト
レ
ー
ス
に
適
し
た
大
き
さ
に
す
る
。
こ
れ
が
ト
レ
ー
ス
用
の
原
図
と
な
る
。
こ
の
原
図
に
線
や
文
字
情
報
を
書
き
込
ま
な
い
よ
う
に
、
「
レ
イ
ヤ
ー
」
の
メ
ニ
ュ
ー
で
原
図
を
「
ロ
ッ
ク
」
し
て
し
ま
う
。
　
③
下
図
に
必
要
な
情
報
を
ト
レ
ー
ス
し
て
い
く
。
「
川
」
「
道
」
「
水
門
」
な
ど
の
情
報
ご
と
に
「
レ
イ
ヤ
ー
」
を
作
り
、
ひ
と
ま
と
ま
り
に
ト
レ
ー
ス
し
て
い
く
と
情
報
が
整
理
さ
れ
て
、
作
業
が
進
め
や
す
い
。
ま
た
絵
図
上
の
文
字
は
、
文
字
の
大
き
さ
や
行
間
な
ど
を
原
図
と
適
度
に
合
わ
せ
て
載
せ
て
い
く
。
古
文
書
の
く
ず
し
字
は
、
現
行
の
文
字
に
読
み
下
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
回
転
加
工
を
し
て
絵
図
上
の
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
使
用
法
に
関
し
て
は
、
初
心
者
用
か
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
用
ま
で
各
種
の
書
籍
が
出
て
お
り
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
は
パ
ソ
コ
ン
の
習
熟
度
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ら
へ
応
じ
て
、
各
自
の
判
断
に
ま
か
せ
た
い
。
な
お
前
述
し
た
よ
う
に
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
向
け
の
ソ
フ
ト
で
は
な
く
、
習
熟
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
よ
う
に
従
来
の
製
図
ペ
ン
を
使
用
し
た
ト
レ
ー
ス
に
比
べ
て
数
々
の
利
点
が
あ
る
。
歴
史
学
同
様
に
、
遺
跡
図
の
ト
レ
ー
ス
を
製
図
ペ
ン
で
行
っ
て
い
た
考
古
学
で
も
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
遺
跡
図
の
作
成
が
当
然
と
な
り
、
今
後
も
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
歴
史
学
分
野
で
も
積
極
的
に
利
用
し
、
二
次
資
料
の
作
成
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
描
画
デ
ー
タ
は
、
今
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
化
し
、
検
索
も
可
能
で
あ
る
。
ト
レ
ー
ス
し
た
画
面
上
に
は
、
様
々
な
文
字
情
報
が
縦
横
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
が
、
検
索
ソ
フ
ト
の
進
歩
に
よ
り
、
乱
雑
に
並
ん
だ
文
字
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
数
多
く
作
ら
れ
た
絵
図
の
ト
レ
ー
ス
画
像
か
ら
、
該
当
す
る
地
域
・
村
の
も
の
を
取
り
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
と
も
、
今
後
は
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
人
文
系
特
に
歴
史
研
究
分
野
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
一
例
を
紹
介
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
、
特
に
パ
ソ
コ
ン
の
処
理
能
力
の
向
上
に
よ
っ
て
画
像
や
動
画
デ
ー
タ
も
扱
い
易
く
な
り
、
大
容
量
か
つ
大
量
の
画
像
デ
ー
タ
を
一
時
的
に
蓄
積
す
る
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
、
恒
久
的
に
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
C
D
－
R
W
、
D
V
D
－
R
・
R
W
ド
ラ
イ
ブ
は
年
々
低
価
格
化
し
て
い
る
。
個
人
で
大
量
の
画
像
デ
ー
タ
を
蓄
え
て
加
工
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
も
、
あ
る
程
度
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
も
年
々
進
ん
で
お
り
、
研
究
機
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関
の
公
開
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
画
像
デ
ー
タ
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
ド
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
大
学
・
研
究
機
関
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
を
使
用
し
た
収
蔵
品
デ
ー
タ
の
画
像
公
開
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
各
研
究
者
は
知
識
を
交
換
し
、
高
度
情
報
化
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
研
究
環
境
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
註（
1
）
　
研
究
機
関
で
大
量
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
か
つ
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
化
を
必
要
と
す
る
場
合
　
　
は
、
カ
ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
撮
影
が
適
し
て
い
る
。
カ
ラ
ー
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
　
　
撮
影
は
、
三
五
ミ
リ
の
カ
ラ
ー
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
可
　
　
能
で
、
撮
影
コ
ス
ト
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
紙
焼
き
も
従
来
の
三
五
ミ
リ
の
　
　
カ
ラ
ー
ポ
ジ
か
ら
の
も
の
よ
り
も
良
い
画
質
が
得
ら
れ
る
。
（
2
）
　
カ
ラ
ー
画
像
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
際
、
情
報
量
が
非
常
に
大
き
く
な
る
た
め
、
画
像
の
品
質
　
　
を
損
な
わ
ず
に
情
報
を
圧
縮
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
扱
い
や
す
く
す
る
。
こ
の
よ
う
な
画
像
圧
縮
　
　
技
術
の
一
つ
が
J
P
E
G
で
あ
る
。
J
P
E
G
は
パ
ソ
コ
ン
や
フ
ォ
ト
C
D
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
　
　
ラ
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。
圧
縮
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
画
像
デ
ー
タ
量
は
小
さ
く
な
る
が
、
　
　
モ
ニ
タ
ー
上
で
再
現
さ
れ
る
画
像
は
荒
く
な
っ
て
し
ま
う
（
『
情
報
学
事
典
』
〈
弘
文
堂
、
二
〇
　
　
〇
二
年
〉
一
六
六
二
二
六
五
頁
）
。
（
3
）
　
フ
ァ
イ
ル
数
が
増
え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
「
全
置
換
」
の
機
能
を
使
用
す
る
と
容
易
に
番
号
を
　
　
振
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
4
）
　
よ
り
精
度
の
高
い
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
得
た
い
場
合
に
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
レ
ー
ザ
ー
　
　
プ
リ
ン
タ
ー
方
式
と
も
に
、
印
刷
時
の
プ
リ
ン
タ
ー
設
定
を
「
最
高
品
位
」
モ
ー
ド
に
す
る
と
　
　
良
い
。
ま
た
、
市
販
の
高
品
位
用
印
刷
紙
を
使
う
こ
と
で
、
更
に
高
画
質
が
得
ら
れ
る
。
（
5
）
　
今
回
は
『
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
9
ト
レ
ー
ス
マ
ス
タ
ー
』
（
高
橋
正
之
著
、
技
術
評
論
社
、
　
　
二
〇
〇
一
年
）
を
参
考
し
た
。
（
6
）
　
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
と
は
、
ア
ド
ビ
社
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
文
書
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
あ
る
。
無
　
　
料
配
布
さ
れ
て
い
る
「
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
（
〉
臼
o
σ
旦
㌘
足
⇔
「
と
で
見
る
こ
と
が
で
き
　
　
る
。
（
7
）
　
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
使
用
し
た
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
製
品
と
し
て
、
筆
者
も
参
加
し
た
C
　
　
D
－
B
O
O
K
『
日
本
錦
絵
新
聞
集
成
』
（
文
生
書
院
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。
こ
の
製
品
で
　
　
は
、
明
治
初
期
の
東
京
・
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
、
錦
絵
新
聞
（
新
聞
錦
絵
）
約
八
百
枚
を
、
P
　
　
D
F
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
整
理
し
、
様
々
な
検
索
を
可
能
に
し
て
い
る
。
（
8
）
　
各
研
究
機
関
が
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
画
像
は
、
容
易
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
自
分
の
　
　
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
）
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
人
の
作
成
し
た
画
像
　
　
デ
ー
タ
を
あ
た
か
も
自
分
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
偽
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
画
像
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
画
像
を
小
さ
く
す
る
、
　
画
像
の
精
度
を
低
く
す
る
、
デ
ジ
タ
ル
透
か
し
を
入
れ
る
、
な
ど
の
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
9
）
　
近
年
の
各
大
学
・
研
究
機
関
・
マ
ス
コ
ミ
機
関
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
状
況
は
、
　
　
『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
白
書
二
〇
〇
一
』
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
協
議
会
、
二
〇
〇
一
　
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
　
　
〔
付
記
〕
　
本
稿
の
作
成
に
は
、
加
島
章
氏
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
（神
奈
川
大
学
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）
（二
〇
〇
三
年
五
月
一
六
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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The　Digitalization　of　Historical　Activities：Cases　of　Image　Material
TOMIzAwA　Tatsuzo
In　recent　years，　the　rapid　arrival　of　the　1’Digital－Societプhas　persuaded　cultural　scholars　to　use
personal　computers（PC）．　Many　of　them　are　writing　their　thesis　with　a　word　processor　installed　in　a
PC．　The　trend　of　using　these　kinds　of　software　and　electronic　devices　is　expected　to　grow
continuously．　In　this　brief　paper，　I　would　like　to　introduce　the　examples　of　PC　usage　other　than　the
word　processor，　such　as　the　simple　data　base　construction　and　the　digitization　of　Edo－era　paintings．
　　　As　fbr　the　example　of　data　base　constnlction，　I　would　like　to　present　a　method　of　categorizing
Nishikie　using　the　Filemaker　ProTM．　And　also，　the　outline　of　the　digitization　of　photographs　and
paintings　using　the　Photo　CD，　scanners，　digital　camera　and　color　microfilm　are　explained．
　　　In　the　explanation　of　the　digitization　of　documents廿om　Edo－era，　I　would　like　to　refbr　not　only　to
the　material　digitization　itsel£but　also　to　the　digital－tracing　method　of　the　drawn　lines．　In　this　work，
Iused　the　drawing　software，　the　IllustratorTM　from　the　Adobe　Systems　Incorporated．　These　methods
are　expected　to　be　used　not　only　at　a　personal　research　level，　but　also　at　a　museum　in　their
presentation　and　categorization　activities．
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